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医療情報学分野 
論文 

A 欧文 
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B 邦文 
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未然防止への取り組み 優良レポートの推進, 医療の質・安全学会誌, 13(Suppl.), 338, 2018 
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定期的な見直しによる品質改善, 日本クリニカルパス学会誌, 20(3), 397, 2018 
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過程を育てるために～ アウトカムを意識した標準看護計画による看護師の思考過程の変化，日本クリニカルパス学

会誌, 20(3), 298, 2018 
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2018 
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立場から 外来時点からの入院支援 メディカルサポートセンターの取組み 日本在宅薬学会学術大会プログラ

ム・講演抄録集, 11, 90, 2018 
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支援 メディカルサポートセンターの取組み, 日本在宅薬学会学術大会プログラム・講演抄録集, 11, 90, 2018 

7. 松本武浩：質の高い地域完結型医療のために必要な地域医療ネットワーク 長崎県@あじさいネットの 13 年間の取

組みと経営効果, 医療福祉経営マーケティング研究, 12(1),2018 

8. 北原隆志, 室 高広, 松本武浩, 佐々木 均, 坂元利彰：入院日数短縮に伴う日曜入院に対する薬剤師による持参薬確

認外来の開設, 日本医療マネジメント学会雑誌, 19(Suppl. ), 231, 2018 

9. 松本武浩：地域医療情報システム「あじさいネット」に構築した TV 会議システムの 5 年間の評価, 日本医療マネジ

メント学会雑誌, 19(Suppl.), 193, 2018 

10. 松本武浩：特定機能病院における原価計算を使った収支分析の取り組み, 日本医療マネジメント学会雑誌, 19(Suppl.), 
2018 

11. 松本武浩, 田浦直太, 和田貴寿, 伊藤眞由美, 西口真由美, 江副智美, 一橋了介, 大伴 哲治, 長友佳織, 本多正幸：入

院時支援加算の算定に向けた病院情報システム活用による効率的な運用の検討，医療情報学，38（Suppl.），972-975, 
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12. 一橋了介, 松本武浩, 宮崎望弥, 江副智美, 西口真由美, 長友佳織, 和田貴寿, 伊藤眞由美, 本多正幸：教育担当事務

員による医師に対する電子カルテ操作研修の 4 年間の評価, 医療情報学，38（Suppl.），934-937, 2018 ☆ 

13. 松本武浩, 田浦直太, 和田貴寿, 伊藤眞由美, 西口真由美, 江副智美, 一橋了介, 大伴 哲治, 長友佳織, 岡田みずほ, 
本多正幸：地域医療情報ネットワークの救急医療利用に向けた取り組み あじさいネットの 24 時間 365 日運用, 医
療情報学，38（Suppl.），572-576, 2018 

14. 松本武浩, 小阪真二, 島貫隆夫, 長島公之, 舛友一洋, 藤井 卓, 山根 豊：ICT を使った地域医療情報システムの理想

的な運用継続性とは? , 医療情報学，38（Suppl.），258-262, 2018 

15. 西口真由美, 岡田みずほ, 江副智美, 江頭あや子, 木村由紀, 中川博雄, 松本武浩, 本多正幸：医療安全の向上に向け

たシステム改修への取組み 安全管理部と医療情報部との合同カンファレンス，医療情報学，38（Suppl.），1036-1038, 
2018 

16. 鈴木隆弘，土井俊祐，木村 隆，嶋田 元，畠山 豊，本多正幸，松村泰志，横井英人，島井健一郎：退院サマリー監

査を支援する DPC 判定アプリケーション，医療情報学 38（Suppl.），786-787，2018 

17. 吉松昌子，丸山陽市，本多正幸，藤原 卓，DWH を利用した患者受診状況調査，医療情報学 38（Suppl.），874-877，
2018 

18. 丸山陽市，藤原 卓，本多正幸：Deep Learning による口腔内画像からの歯式情報認識の試み，医療情報学 38（Suppl.），
968-971，2018 

19. 本多正幸，中野正孝：医学部および看護学校における統計学教育における状況と期待－長崎大学等における経験か

ら－，日本健康医学会雑誌，第２７巻，第３号，224-225，2018 

20. 中野正孝，福井龍太，西出りつ子，本多正幸：健康医学研究のための大学院統計学教育方法に関する研究（7）－統

計学習のためのインターネットの活用－，第２７巻，第３号，200-201，2018 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 0 11 6 20 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

本多正幸・教授 国立大学病院医療情報部部長会 会長 
平成 28 年 4 月～平成 30 年 3 月 

国立大学病院医療情報部長会 

松本武浩・准教授 国立大学病院医療情報部部長会 部長会名簿

ML 管理担当幹事               

平成 28 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

国立大学病院医療情報部長会 

松本武浩・准教授 日本クリニカルパス学会評議員 
平成 27 年 11 月～ 

日本クリニカルパス学会 

松本武浩・准教授 日本クリニカルパス学会医療情報委員会委員 
平成 26 年 4 月～ 

日本クリニカルパス学会 

松本武浩・准教授 庶務部 IT 委員会委員 
平成 21 年 4 月～ 

日本臨床内科医会 

松本武浩・准教授 第 38 回医療情報学連合大会第 19 回日本医療情

報学会学術大会 プログラム委員  
平成 30 年 11 月 22 日～25 日 於 福岡 

日本医療情報学会 

松本武浩・准教授 第 17 回日本医療マネジメント学会  
九州・山口連合大会 プログラム委員  
平成 30 年 12 月 7 日～8 日 於 長崎 

日本医療マネジメント学会 

松本武浩・准教授 長崎県がん診療連携協議会がん登録部門長 長崎県がん診療連携協議会 
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平成 18 年 10 月～ 

松本武浩・准教授 医療分野における IT 化検討委員会委員 
平成 18 年 4 月～ 

長崎県福祉保健部 

松本武浩・准教授 救急医療情報システム検討委員会委員 
平成 18 年 4 月～ 

長崎県福祉保健部 

松本武浩・准教授 長崎県あじさいネット拡充プロジェクト室室長 
平成 21 年 10 月～ 

長崎県福祉保健部 

松本武浩・准教授 長崎県医療機能情報提供検討会委員 長崎県福祉保健部 

松本武浩・准教授 長崎県医師会情報システム検討委員会委員 
平成 18 年 4 月～ 

長崎県医師会 

松本武浩・准教授 長崎県情報化検討委員会委員 
平成 18 年 4 月～ 

長崎県医師会 

松本武浩・准教授 長崎市医師会情報処理委員会委員 
平成 18 年 4 月～ 

長崎市医師会 

松本武浩・准教授 NPO 法人長崎地域医療連携ネットワークシステ

ム協議会理事・運営委員会委員 
平成 17 年 10 月～ 

NPO 法人長崎地域医療連携ネットワークシス

テム協議会（あじさいネット） 

松本武浩・准教授 長崎クリティカルパス協議会会長 
平成 27 年 3 月～ 

長崎クリティカルパス協議会 

松本武浩・准教授 長崎市地域包括ケア推進協議会委員・情報共有

WG 長 
平成 27 年 10 月 8 日～平成 29 年 10 月 7 日 

長崎地域包括ケア推進協議会 

松本武浩・准教授 国立大学病院医療情報部部長会 
部長会名簿 ML 管理担当幹事 
平成 28 年 4 月～ 

国立大学病院医療情報部長会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

本多正幸・教授 文部科学省 代表 挑戦的萌芽研究 
科学研究補助金 
「患者の視点に立った 2 次活用システム

DWH の構築とナショナル DB への展開研

究」 

本多正幸・教授 厚生労働省 分担 科学研究費補助金 
「地域医療基盤開発推進研究事業」 
診療の補助における特定行為等に係る研修

の体制整備に関する研究 

松本武浩・准教授 厚生労働省 分担 平成 30 年度厚生労働科学研究補助金 地域

医療基盤開発推進研究事業「医療安全に資す

る病院情報システムの機能を普及させるた

めの施策に関する研究 

松本武浩・准教授 日本医療研究開発機構（AMED） 分担 平成 28 年度日本医療研究開発機構研究費 
Medical Arts の創成に関する研究（外科、が

ん、看護、リハビリ等の新たな医療技術やソ

フトウェアの開発）分野 1 
「クラウド型広域調剤情報共有システムの

構築と有効性・安全性の検証」 

松本武浩・准教授 日本医療研究開発機構（AMED） 分担 平成 28 年度日本医療研究開発機構研究費 
「パーソナルヘルスレコード（PHR）利活用
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研究事業」 

本多正幸・教授 エヌ・ティ・ティ・データ（株） 診療情報の活用による医療経済・医療経営・

安全管理・疫学研究等へのフィードバック研

究 

本多正幸・教授 （株）大黒 効率的物流システムの構築に関する研究 

本多正幸・教授 データキューブ（株） 災害時復旧をも視野に入れたデータ共有と

その 2 次活用研究 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

松本武浩・准教授 疾患予後モデルの作成方法、このモデルを用

いた疾患予後予測方法、このモデルによる予

後予測装置、ならびにそのプログラム・記憶

媒体 

2004 年 
11 月 4 日 

2006 年 
7 月 13 日 

WO2004/095021 

松本武浩・准教授 医療機関向けセーフティーマネージメント

システム 
2008 年 

7 月 16 日 
2010 年 

2 月 4 日 
特願 
2008-209096 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

本多正幸・教授 非常勤講師 国立病院機構嬉野医療センター付属看護学校 

 


